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Abstract 
Geochemical investigation has made clear that social and especially industrial care1essness 
caused the environmental disruption in the wa1er mass of the Toya caldera 1ake. Naturally 
homogeneous chemica1 properties of water mass have been locally marked with concentration 
of nitrogen compounds from the sewage. Sulfur compounds discharged from mines bitterlyア
acidified the water mass and 10wered pH values of entire water mass to 5.2. Not on1y chemical 
conclitions are cleclined， but a1so ecological states are 10sing the balance in this ca1dera 1ake 
Utilization of the lake wa1er for乱nypurposes sho111cl be planed under the severe considerations 
10 maintain t11<.' eco1ogical balance. 
I.緒 日
1!RJ爺湖周辺水矛IJ総合開発が進められる場合， 1 1につき水道水が約 10万ton，工業用水が
15万 tolufZ業用水が 45万tonの出始が洞爺湖に依存される。 j同爺湖は両積 70.05km2，最大
深度 179m で湖水の総日ーは 82低 t011と算定されるの 湖への 1日あたりの桶養水量は洞爺発電

















にもとづけば Table1に示したようにH日和 60年度には約 280，000人と推定されるの
Table 1. 室蘭市の将来人口
昭和150 年 229，000人
附和 55 年 261，000 
1付 手日 60 子手 280，000 
この人口増加にともない水道水の不足が問題になるが， .tl~在の水道状況は次のようになっ



































和 60年度を水道普及率 100%とし，給水量を 1E:J 1人あたり 520lとし，給水人口を 280，000
人とすると Table5に示すように 1L:lの最大給水量は 165，600tonになるが， 取水量にすると
182，000 tonが必要となる。 このうち既存水源では 84，000tonしか給水できないので差引き約
100，000 t011の新しい水資源を開発しなければならない。
Table 4. 水道計画(給水人口と水道普及率)
年 度 I 50年度 I55年度 I60年度
水道普及率 97% I 99% I 100% 
給本人口 222，000人 258，000人 280，000人
1 EI人1当りの最大給水量 420 L 470 f I 問 l
Table 5. 既存ノド量と計画取水量および給水量



































!llt振地1/ー では殆んどのlrJ川がすでにIliJ売されているため， J}~在 Jl，{水している ULのた昌の














洞爺~Mは|自i 値 70.05 km2， 平常ノド位は海抜 83fl1， 1IY.、大深度 179m，てp.J:c)深度 117mで湖水
の総量は 82f.官、 tonとw定されるつ湖への両養水量は4，節により異なるが洞爺発電所よりのも
のが 1日約 950，000tOl1，河川水の流入量は，~l'6別川，洞爺川，桂 ìrH川などから 1 []約 850，0001011
流入するのこの水は虻旧ヲモ常所および壮作売市所にお1、て}1zI L: :" r 1;)く卜〉一け定制1[1内に維持大










は 150地点から試料を採取し， そのうち 40地点では表l剖から湖底まで1mおき， 主たはらm
おきの試料を採取し化学成分の分析をおこなった。また湖水の季節出IJの変化および年変化につ
いて調査した。
FiιI は1967年8)J 1けから 3IJまでの聞に水温測定および試料採取地点を示したもの
である:州制位置の決定には磁石(方針)と分度器を用い見通し線法を用いたo 観酬酬治測帥j地地



























































































































Fig. 2. Na +の濃度分布 mg/l (1967. 8. 1~3) 









Mg* I CT 1五円流入量
。日 i ω66 1950，0∞叫ay
洞爺湖水利用の問題点 745 
向にも均一で 12-13mgflの間で分布しているが温泉街の沖合がわずかに濃度が高く都市汚染
の影響を示している。すなわち温泉水中の Na 濃度は湖翠荘 120mgfl，青湖荘 685mgfl，電




K十の濃度分布を Fig.3に示した。 LJ立炎光光度計 FPF-2型を使用し干渉フィルターは
786 mpのものを用いて測定した。 K の検量線は最高濃度のものを 10.00ppmになるように
実験のつど作製した。
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Fig. 3. K'の濃度分布 mg/l (1967.8.1-:3) 






試料 25mlを採取し 10%KCN 1ml， トリエタノールアミン 1ml， 8N， KOH 2 mlを加え，
ドータイト N，N希釈粉末を指示薬として用い 1/100Mol EDT Aで滴定した。 Ca朴の水平分布
及び後述の垂直分布は全体的に 9.5-10mg/lで地域的には発電所沖がわずかに濃度が高いよ
うにみうけられる。
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Fig. 4. Ca*の濃度分布 mgjl (1967. 8. 1~3) 
Fig.5には Mg廿の濃度分布を示した。分析方法は/J本ジャーレルアッシュ AA--l型原
子吸光分析器を使用した。 Mg朴の測定条件はホロープjソードランプ電流 10mA，波長 2，853A，
水素0.6kg/crn2， }.:E縮空気0.7kg/cm2，光電管J電正420Volt，チャートスピード 4cm/minで測
定した。検量線は最高濃度のものを5.00m只/lとし， スタンダードシリージを調製し実験のつ
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Fig. 6. Cl の濃度分布 mg(l (1967. 8. 1~3) 
sorの濃度分布を Fig.7に示した。硫酸イオンの分析方法はクロラニール酸ノくリウムを
片h、る比色法で測定した。 目立パーキンエノレマ一分光光度計に附属装置として 5cmの長吸収
セルを用いた。分析操作は試料25.0mlを採取し，フタル酸水素カリウム (10.16g/l) 10，0 mlを
加え pH4.0とした後， クロラニール酸ノくリウム 50.0mgを正確に秤取して加え時々撹梓しな
がら 1時間静置する。エチルアルコール 5.0mlを加えた後，東洋法紙 No.5Cでi慮過し，波長
530 mp で吸光度を測定した。 SO~ の濃度分イfîは 30-35mg/Zの濃度範問内で均汁こ分布して
いるが，地域的にみると温泉街沖，発電所~III，イ中洞爺鉱山 1rl1が他の地域に比較し濃度が高い。
温泉街111は TabJ巳7に示した温泉水中の硫酸イオンのによるものであり 3 また発電所沖，
仲j同爺鉱山 {IIIは鉱山排水中に含まれる SO~- 濃度が 1 ，350mg/lによって影響な直接うけている
ものである。 手般の化学成分は湖水全体からみると平面的には均一な水であることがわかる。
しかし 1liJ:iJZ fJ {rll，発電所11 1 1，仲洞爺Î)J~1111たどで多少のイヒザt成分のit度斧:が現われてい7，)。
(118) 
i同爺湖水利用の問題点 749 
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Fig. 7. SO~ の濃度分布 mgjl (1967，8，1-3) 
IV-3 深度別による化学成分の濃度分布
Fig ， 8 には表面から湖底までの化学成分の濃度分布測定。'~を示した。 Na+ ， K+， Ca*，Mg大
Cl~ ， SiOzに関しては垂直的にも均一に分布している。しかし硫酸イオンについてみると 10m



























Si 02 14.9 m~パ









水温の IJ変化については Fiι10に示した。 1968年9月に沌/上湖岸で測定したもので気
侃と水温のWJ係を境わしたものである。 気温は 101!J頃から急に|二昇し， 13時頃には最高気rl;，l
を示す。 日中は 24.50C前後で 15時をすぎると急に気温はさがる。 一方水温は 10時頃から上
昇しはじめ， 日中も徐々に水温があがり 13時前後には最も水温が高くなるが，全般的に水瓶
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Fig. 10. 表面水混の日変化 (1968.9) 
(121) 
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る。深度 0~5m までが表水府， 6-17m 支
で、が水瓶が急激に変化している水温躍周，






























には日目和42年に測定した pH分布を示したが， pH 6.6-7.2の問であった。 Fig.14には重炭
酸の濃度を示したが 1.20-1.28mgJlの間で含まれ， pH分布と同じ挙動を示していた。鉱山排
水による汚染の影響は Table8に示した pHの年変化によってもわかるように， pHは年々低
くなり重炭酸の量も殆んどなくなり，湖水は流入した酸性水を中和しうるアルカリの量を失い
すでに緩衝能力が限界にきていることがわかる。昭和30年には pH7.1であったものが，昭和
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Fig. 14. HC03濃度分布 mg/l (1967.8.1-3) 
Table 8. pHの年変化
観測年月日 調査地点
昭和 30.10. 13 
昭和 35. 7. 20 
昭和 40. 6. 19 
11和 11. 6. 1:3 
l将来141. 7. 1:3 
昭荊142. 7. 18 
昭和 42. 8. 1~3 
昭和 43. 6. 1 
H白剤日 45. 8. 21 




羽目 dじ 部 6.5 1/ 
6.6 道河川諌
数 却H 占 ().6~6.8 北大工後藤
1/ 6.fi 1/ 
[eiJ 洞 爺 ().3~().5 " 
全 J或 6.6~7.2 ふ笠. 二仁 大
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計 I 7山町 I 7点50ton
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昭和45年 9月に測定した無機窒素化合物の濃度分布を Fig.16，17， 18に示した。
Fig.16は亜硝酸態窒素の水平分布を示したが， やはり温泉街の沖合が他の地域より多量
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に検出され， 0.1~0.8 mg/l， 垂直分布では 0.1-0.4mg/lであり人為的な汚染があることがわ
Fig.17には硝酸態窒素の水平分布を示したが濃度は 0.07-0.19 mg/l，垂直分布では 0.12-
0.22 mg/lである。
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